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卒業制作展
在 生 の い ま学

　芸術表現教育コース（美術）では、より深く美術教育と向き合
うことを意図して、2013年度から、卒業研究として教科教育
論文と教科専門研究の両方に取り組むシステムを作りました。
これは取り組む学生にとって少々高いハードルですが、そこに
投じたエネルギーに見合った、より質の高い研究成果が結実し
ました。そしてこの研究成果を発表する場が、コース主催の「卒
業制作展」です。2014年度は、草津市立草津クレアホールで
2015年2月24日から3月1日にかけて開催されました。

　「卒業制作展」と言うと、学生の卒業制作作品を展示するだけ
のイベントのように思われるかもしれませんが、我々の「卒業制
作展」は作品展示だけに留まりません。卒業制作作品展示の他、
卒業研究論文の口頭発表、その概要をまとめたポスター展示、地
域の学校と連携したワークショップ、そして授業で取り組んだ共
同制作作品展示で構成された複合イベントです。さらに卒業研
究内容をまとめた冊子をSEA（SHIGA/EDUCATION/ARTの頭文字を
組み合わせたもの）と名付けて編集・発行しています。
　卒業研究は当然ながら4回生が取り組んだものですが、ワー
クショップは3回生、共同制作は2回生によるものです。したがい
まして、この「卒業制作展」は、網羅的ではないものの、卒業研究
へと学生が研鑽を積み上げてゆく過程で得た成果を時間軸に
そって連続的に展示しているとも言えます。

　今回のワークショップは卒業制作展会期中に単発のワーク
ショップを行うだけでなく、草津市立玉川小学校に協力していた
だいて、地域の子どもたちと長期的スパンで関わることを意図し
た取り組みとしました。
　まず、玉川小学校で設定されているクラブ活動「工作クラブ」
の枠組の中で、卒業制作展の3ヶ月ほど前からクラブ活動のサ
ポートをさせていただき、子どもたちと交流を持ちました。そし
て、そこで触れあった子どもたちを想定して、年齢や道具の習熟
度や時間制限に留意しつつ、マーブリング模様を活かしたモビー
ル作品のワークショップを立案しました。「玉川小ゆらゆらツリー
をつくろう！」と題したこのワークショップは、子どもたちの歓声に
包まれながら12月に玉川小学校で行われ、学校内に作品が展
示されました。
　卒業制作展の会場では、上記の取り組みをパネルで紹介する

と共に、内容に修正を加えたワークショップを「ゆらゆら とべ～
る もび～る」として行いました。
　このように、まことにエネルギッシュな「卒業制作展」は、今年
度もクレアホールで2016年2月頃に行う予定ですので、是非
観覧に訪れてください。

グローバル人材育成コース 国際センター教授　森 宏一郎
よ　の　いち

教育学部教授　世ノ一 善生

卒業制作展 　

 経済学部では、平成26年度から、将来グローバルに活躍でき
る人材を育成するためのコースを設置しました。アジア地域の
新興国を中心に成長市場へ迅速かつ効果的に対応しなければ
ならないという日本の社会的ニーズと、卒業後の日本での仕事
を含めて日本から学びたい留学生のニーズの両方に応えるた
めに設置されました。実際に、そのニーズは大きく、多くの留学
生の応募に加えて、日本人学生については激戦必至の選考と
なっています。10人程度の募集に対して、平成26年度は140
人程度、平成27年度は120人程度の応募がありました。

　本コースは国際的な文脈を学ぶ必要があるため、日本人学
生10人程度と留学生10人程度で構成されています。平成26
年度は日本人学生13人、留学生11人で、平成27年度は日本
人学生12人、留学生14人となっています。留学生は、中国、韓
国、ベトナム、マレーシアから来ています。

　日本人と留学生の組合せで、大学入門セミナー（1回生ゼ
ミ）、プロジェクト科目（課題解決能力を高めるための体験型協
働プロジェクト）、滋賀大学で学ぶ（異文化コミュニケーション）
などを実施しています。また、3回生時には、日本人学生は海外
で、留学生は日本で、インターンシップを実施します。そのた
め、語学学習は重要となります。日本人学生については、グロー
バル人材育成コース専用の少人数の英語授業が用意されてい
ます。特にアウトプットを重視するため、ライティングとプレゼン

テーションに焦点を当て、ネイティブ講師によって全て英語で
行われています。留学生については、グローバル人材育成コー
ス専用の少人数の日本語授業が用意されています。ベテラン
の優秀な日本語講師が読解力・書く力・聞き取り力・会話力の4
技能をバランスよく伸ばしています。

　グローバル人材育成コースの学生たちの感想としては、「グ
ローバル用に設定されている授業では山のように宿題・課題が
出され、生活が大変なことになるけど、やり抜けば、充実感も
自信も得られるから、グローバルコースに入れてよかった。なぜ
自分が選考に残れたかは分からないけど（笑）」というような声
が多く聞かれます。私はグローバルコース用の大学入門セミ
ナーを担当していますが、学生がなんとかそうした大変な状況
をサバイバルできるように、メンターとしても定期的に個人面
談を実施しています。

グローバルに活躍できる人材の育成へ

コース学生の構成

コースの特徴

学生の声

卒業制作展の構成

ワークショップ

卒業制作展会場（クレアホール）：右手は卒業制作作品展示スペース、左手はワークショップ
コーナー。

卒業制作展の広報グラフィック：美術を象徴す
る身近なオブジェとして石膏像を選択。これを擬
人化して表現した。

論文概要のパネル展示：手前には全文掲載の論文冊
子が置かれている。

卒展会場でのワークショップ：参加者
の写真を使って増殖してゆくモビール。

玉川小学校でのワークショップ：
マーブリングを楽しむ子どもたち。
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